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（1）対象地域 

 

日本、奥日光地域の小河川 

 

（2）重要な図表 

 

図 2：調査地点の空間線量と水生生物中放射性セシウム濃度との関係 

（図は藻類との関係） 

空間線量と藻類中の放射性セシウム濃度との相関は統計学的に有意ではなかった。筆者らはこの原因と

して、水生昆虫の食物の多様性を挙げている。 
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 表２：足尾地域の下流に位置する支流（J 地点）の瀬と淵に生息する水生昆虫 12 群の放射性セシウ

ム 137Cs の汚染状況  

 

早瀬に生息する水生昆虫の方が汚染レベルが高い傾向が見られた。ただし、彼らのライフスタイルの

違いによる影響も推察された。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 本論文では、水生昆虫中の放射性セシウム濃度が、その種類や生活場所、餌生物、代謝特性によって

大きく影響を受け、生息地点の空間線量とは関係性が低いことを論じている。したがって、水生昆虫の

モニタリングをする際には、単一生息域の単一種でのモニタリングは得られる情報が偏る観点から避け

るべきである。一方で、分析に十分な個体数を集めることが特に難しい点も考慮しなければならない。 

 

（2）流出挙動・経路 

 放射性セシウムの水生昆虫への主要な移行経路は餌を介した食物連鎖である。付着藻類等の藻類の汚

染経路は溶存態セシウムが主要である。 

 

（3）除染の際の留意点 

 川底に堆積しているリターが放射性セシウムのソースと考えられる。 

 

（4）担当者のコメント 

水生昆虫の放射性セシウム濃度は、それを餌とする魚類体内中の放射性セシウム濃度と密接な関係が

あることが容易に予想されるため、水生昆虫体内濃度のモニタリングは重要である。ただし、種類の相

違や同じ種類でも生息地点の相違によって蓄積濃度は大きく変化することが報告されている。十分なサ

ンプル量を集めることも困難な調査であるため、同様のモニタリングをする場合には、しっかりと計画

を立てた研究調査をする必要がある。 


